
「アジア文化交流」特集号の刊行によせて

本研究所は昨年度 『紀要』の刊行につき,通 常号を年2回 と特集号を年

1回 刊行す ることを決め,手 始めに,そ の少 し前にアジア経済危機が言わ

れていたのに因んで,「ユーロ1年 とアジア経済」をテーマ とする特集号を

編集 ・刊行 した。今年度は 「アジア文化交流」をテーマ として特集号を編

集することとし,所 員のほかに学外の5名 の方々に執筆を依頼 して本特集

号は成 った。

文化交流 というとき,「交流」に焦点を当てる方法が普通であるが,今 回

の編集方針はそれに限定せず,各 執筆者の得意 とする分野について,交 流

面を考慮 しなが ら 「文化」について執筆頂 くこととした。その結果,北 東

か ら南西方向にかけて,ロ シア,韓 国,中 国,イ ン ドネシア,タ イ,バ ン

グラデシュ,イ ン ドの各国 ・地域を対象 とする論考を得,加 えてアジア各

地域からの留学生受け入れを巡る諸問題を地域横断的に論ずる論考をも収

録 し得て,バ ラエティーに富んだ論集 とすることができた。これはひ とえ

に各執筆者のご尽力によるものであ り,運 営委員会 として心より感謝申し

上げたい。

学外か らの執筆者のうち3名 の方は,東 京で毎月開催 されている 「北東・

東南アジア研究会」の会員としても活躍 されている方々であ り,期 せず し

てこの研究会と本研究所 との交流がこのような形で実現 したことにもなる。

本研究所の今後のあ り方を考えるとき,こ の種の研究交流が増えることは

好ましく,積 極的に内外の研究所や研究会 と活動を共にする企画を立てる

ことも良いと思われる。

今回の特集について,読 者諸賢から忌揮のないご意見を賜 りたく,ま た

今後の本研究所の活動についても,同 様に自由にご意見をお寄せ頂けるな

らば幸いである。
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